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会
議
は
災
害
部
門

と
検
査
部
門
と
に
分

け
て
行
わ
れ
、
災
害

部
門
で
は
、
水
産
庁

漁
港
漁
場
整
備
部
防

災
漁
村
課
水
産
施
設

災
害
対
策
室
、
国
土

交
通
省
国
土
政
策
局

の
担
当
官
よ
り
、
検

査
部
門
で
は
水
産
庁

漁
港
漁
場
整
備
部
整

備
課
の
担
当
官
よ

り
、
そ
れ
ぞ
れ
資
料

に
基
づ
く
説
明
が
行

わ
れ
た
。

冒
頭
、
矢
花
渉
史

漁
港
漁
場
整
備
部
長

が
挨
拶
し
「
本
日
は

始
め
に
災
害
部
門
、
次
に
検

査
部
門
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
担
当
か
ら
報
告
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
漁
港
漁

場
関
係
事
業
担
当
者
に
お
か

れ
て
は
、
４
月
の
異
動
な
ど

で
初
め
て
携
わ
る
方
も
多
い

と
思
わ
れ
る
の
で
、
参
考
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話

し
た
。
続
け
て
、
「
災
害
部

門
」
に
関
連
し
て
、
令
和
３

年
の
水
産
関
係
公
共
土
木
施

設
等
の
被
害
に
触
れ
た
。

令
和
３
年
は
風
浪
、
地
震
、

台
風
等
に
よ
り
、
被
害
報
告

ベ
ー
ス
で
２
１
４
件
、
約
６８

億
円
の
被
害
が
発
生
し
た
。

そ
の
う
ち
、
漁
港
施
設
・
海

岸
保
全
施
設
が
対
象
と
な
る

負
担
法
関
連
が
９５
件
、
約
５９

億
円
の
被
害
と
な
っ
て
い

る
。主

な
災
害
と
し
て
は
①
２

月
の
福
島
県
沖
地
震
（
被
害

額
約
３７
億
円
）
②
９
月
の
台

風
第
１４
号
（
被
害
額
約
１６
億

円
）
③
１０
月
以
降
の
鹿
児
島

県
及
び
沖
縄
県
で
顕
著
な
被

害
が
発
生
し
た
福
徳
岡
ノ
場

の
火
山
噴
火
に
伴
う
軽
石
等

漂
着
被
害
―
―
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ま
た
、
今
年
に
な
っ
て

か
ら
も
日
向
灘
地
震
や
福
島

県
沖
地
震
に
よ
る
被
害
が
発

生
し
て
い
る
。

矢
花
部
長
は
「
農
林
水
産

省
で
は
、
災
害
時
に
お
け
る

被
災
地
の
早
期
復
旧
へ
の
支

援
の
た
め
、
Ｍ
Ａ
Ｆ
Ｆ－

Ｓ

Ａ
Ｔ
と
し
て
災
害
発
生
時
に

職
員
を
派
遣
し
て
い
る
が
、

水
産
庁
に
お
い
て
も
、
台
風

１４
号
、
福
徳
岡
ノ
場
に
伴
う

軽
石
被
害
、
ト
ン
ガ
諸
島
火

山
噴
火
や
、
今
年
の
日
向
灘

地
震
や
福
島
県
沖
地
震
に
関

し
、
延
べ
１８
名
の
職
員
を
沖

縄
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
等

６
県
に
派
遣
し
、
災
害
復
旧

に
向
け
た
技
術
的
な
支
援
等

を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、

災
害
発
生
時
の
初
動
対
応
の

強
化
の
た
め
、
都
道
府
県
や

市
町
村
の
漁
港
管
理
者
と
漁

港
に
精
通
し
た
建
設
業
団
体

等
の
関
係
者
が
協
力
す
る
こ

と
を
内
容
と
す
る
協
定
の
締

結
の
取
組
み
を
推
進
し
て
い

る
」
と
説
明
し
た
。

そ
の
う
え
で
、
「
本
日
の

災
害
部
門
の
説
明
内
容
は
、

災
害
復
旧
の
全
体
像
や
流
れ

が
理
解
で
き
る
構
成
。
昨
年

度
被
害
を
受
け
た
事
業
主
体

の
中
に
は
、
災
害
の
事
務
手

続
き
に
不
慣
れ
な
担
当
者
も

見
受
け
ら
れ
た
よ
う
な
の

で
、
本
日
の
説
明
を
聞
い
て
、

常
日
頃
か
ら
災
害
に
対
す
る

備
え
を
お
願
い
し
た
い
」
と

呼
び
か
け
た
。

ま
た
、
「
検
査
部
門
」
に

つ
い
て
「
令
和
３
年
度
に
お

い
て
は
、
９
月
に
全
国
で
緊

急
事
態
宣
言
等
が
解
除
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
、
会
計
検
査

院
に
よ
る
会
計
実
地
検
査
が

再
開
さ
れ
た
。
ま
た
、
国
が

行
う
災
害
復
旧
事
業
の
成
功

認
定
検
査
等
に
つ
い
て
も
、

実
施
日
が
変
更
と
な
っ
た
県

も
あ
っ
た
が
、
各
道
県
で

様
々
な
感
染
防
止
対
策
を
講

じ
て
い
た
だ
い
た
結
果
、
予

定
ど
お
り
全
て
の
道
県
に
お

い
て
、
実
地
検
査
を
実
施
す

る
こ
と
が
で
き
た
」と
報
告
。

「
本
年
度
に
お
い
て
も
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
様
々
な
影
響
が
出
る
か
と

は
思
う
が
、
令
和
４
年
度
当

初
予
算
と
令
和
３
年
度
第
３

次
補
正
予
算
を
合
わ
せ
る

と
、
水
産
公
共
事
業
で
１
０

０
０
億
円
を
超
え
る
予
算
を

確
保
し
て
い
る
の
で
、
各
都

道
府
県
等
に
お
い
て
は
引
き

続
き
適
切
な
発
注
・
執
行
に

努
め
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
会
計
実
地
検
査
や
災
害

復
旧
事
業
の
成
功
認
定
検
査

等
へ
の
対
応
を
お
願
い
し
た

い
」
と
求
め
た
。

加
え
て
、
「
今
年
度
初
年

度
と
な
る
新
た
な
漁
港
漁
場

整
備
長
期
計
画
に
お
い
て

は
、
水
産
業
の
成
長
産
業
化
、

持
続
可
能
な
漁
業
生
産
の
確

保
、
漁
村
の
魅
力
と
所
得
の

向
上
を
図
る
こ
と
に
重
点
を

置
い
て
い
る
。
こ
う
し
た
取

組
を
進
め
る
に
は
社
会
情
勢

の
変
化
に
も
適
切
に
対
応
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
グ
リ
ー
ン
化
の
推
進
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
、
生

活
ス
タ
イ
ル
の
変
化
へ
の
対

応
を
図
っ
て
い
く
。

こ
れ
に
鑑
み
、
水
産
基
盤

整
備
事
業
等
の
執
行
に
関
し

て
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
や
木
材
魚
礁
の
整
備
な

ど
、
特
に
ご
検
討
い
た
だ
き

た
い
事
項
の
説
明
を
す
る
の

で
、
今
後
の
業
務
の
参
考
と

し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

関
係
市
町
村
の
担
当
者
に
も

確
実
に
情
報
共
有
を
し
て
い

た
だ
き
た
い
」
と
話
し
た
。

会
議
の
内
容
は
次
の
通

り
。

【
災
害
部
門
】

１
�
水
産
関
係
施
設
災
害
対

策
の
動
向
に
つ
い
て

２
�
災
害
復
旧
事
業
の
予
算

に
つ
い
て

３
�
災
害
に
対
す
る
水
産
庁

の
支
援
策
に
つ
い
て

４
�
災
害
時
に
お
け
る
初
動

対
応
の
強
化
に
つ
い
て

５
�
水
産
関
係
施
設
災
害
復

旧
事
業
に
つ
い
て

６
�
最
近
の
災
害
へ
の
対
応

に
つ
い
て

７
�
令
和
４
年
度
過
年
発
生

災
害
復
旧
事
業
等
の
再
調
査

要
領

８
�
（
参
考
）
防
災
・
減
災

対
策
等
強
化
事
業
推
進
費
配

布
資
料

【
検
査
部
門
】

１
�
会
計
実
地
検
査
に
つ
い
て

２
�
成
功
認
定
検
査
、し
ゅ
ん

功
認
定
検
査
及
び
事
業
実
施

状
況
調
査
の
実
施
に
つ
い
て

３
�
漁
港
関
係
災
害
復
旧
事

業
等
の
実
績
報
告
に
つ
い
て

４
�
水
産
基
盤
整
備
事
業
の

執
行
等
に
つ
い
て

５
�
漁
港
漁
場
整
備
事
業
の

推
進
に
関
す
る
技
術
開
発
の

方
向
（
案
）

６
�
磯
焼
け
対
策
に
お
け
る

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て

７
�
水
産
庁
に
お
け
る
品
質

確
保
に
関
す
る
取
り
組
み
に

つ
い
て
質
疑
応
答

http : //www.gyokou.or.jp/

令
和
４
年
度
の
漁
港
漁
場

関
係
事
業
優
良
請
負
者
の
表

彰
式
が
、
５
月
１２
日
午
後

１
時
か
ら
水
産
庁
長
官
室
で

行
わ
れ
、
神

谷
崇
長
官
か

ら
農
林
水
産

大
臣
表
彰
状

と
水
産
庁
長

官
表
彰
状
が

手

渡

さ

れ

た
。こ

の
表
彰

は
、
漁
港
漁

場
関
係
事
業

へ
の
理
解
を

深
め
る
と
と

も
に
、
漁
港

漁
場
建
設
技
術
の
向
上
を
図

り
、
漁
港
漁
場
関
係
事
業
の

円
滑
な
実
施
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
お
り
、
他
の

模
範
に
足
る
功
績
を
残
し
た

請
負
者
に
対
し
授
与
さ
れ
て

い
る
。

今
年
度
、
表
彰
さ
れ
た
請

負
者
は
次
の
通
り
。

【
農
林
水
産
大
臣
表
彰
】

小
針
土
建
�
代
表
取
締
役

社
長
・
小
針
武
志（
北
海
道
）、

青
木
建
設
�
代
表
取
締
役
・

佐
野
茂
樹
（
静
岡
県
）
、
�

西
海
建
設
代
表
取
締
役
社
長

・
寺
澤
孝
憲
（
長
崎
県
）

【
水
産
庁
長
官
表
彰
】

機
械
開
発
北
旺
�
代
表
取

締
役
社
長
・
數
土
勉
（
北
海

道
開
発
局
）
、
中
塚
建
設
�

代
表
取
締
役
・
中
塚
徹
朗（
北

海
道
）
、
�
橋
本
店
代
表
取

締
役
社
長
・
佐
々
木
宏
明（
宮

城
県
）
、
�
中
元
組
代
表
取

締
役
社
長
・
中
元
將
人
（
新

潟
県
）
、
�
金
田
建
設
代
表

取
締
役
社
長
・
金
田
隆
徳（
島

根
県
）
、
大
坪
建
設
�
代
表

取
締
役
・
大
坪
弘
成
（
長
崎

県
）
、
�
安
東
建
設
代
表
取

締
役
・
安
東
建
治（
大
分
県
）、

�
志
多
組
代
表
取
締
役
社
長

・
志
多
宏
彦
（
宮
崎
県
）
、

�
西
園
組
代
表
取
締
役
・
西

園
彰
（
鹿
児
島
県
）
、
共
和

産
業
�
代
表
取
締
役
社
長
・

武
富
和
裕
（
沖
縄
県
）

（
注
）
括
弧
内
は
推
薦
者

水
産
庁
は
「
第
２１
回
漁
港
漁
場

関
係
事
業
担
当
者
会
議
（
災
害
部

門
・
検
査
部
門
）
」
を
４
月
２７
日

（
水
）
、
水
産
庁
中
央
会
議
室
で
開

催
し
た
。
全
国
の
災
害
復
旧
事
業

関
係
及
び
検
査
関
係
の
担
当
者
を

対
象
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を

踏
ま
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
行

っ
た
。

水
産
庁
は
、
新
た
な
「
水
産
基

本
計
画
」
及
び
「
漁
港
漁
場
整
備

長
期
計
画
」
に
つ
い
て
、
地
方
公

共
団
体
、
漁
連
、
漁
協
、
漁
業
団

体
、
水
産
加
工
・
流
通
団
体
、
漁

業
者
な
ど
の
関
係
者
に
幅
広
く
周

知
す
る
た
め
、
令
和
４
年
５
月
１７

日
の
東
京
会
場
を
皮
切
り
に
６
月
９
日
（
木

曜
日
）
ま
で
全
国
６
会
場
で
順
次
、
説
明
会

を
開
催
し
て
い
る
。
各
説
明
会
の
様
子
は
、

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
を
通
じ
て
傍
聴

が
可
能
。
説
明
会
へ
の
参
加
及
び
オ
ン
ラ
イ

ン
で
の
傍
聴
は
、
各
地
区
説
明
会
開
催
の
前

日
１２
時
ま
で
（
境
港
会
場
は
６
月
３
日
（
金

曜
日
）
１２
時
ま
で
）
に
、
水
産
庁
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ→

報
道
・
広
報→

報
道

発
表
資
料
の
関
連
ペ
ー
ジ
内
の
出
席
者
登
録

フ
ォ
ー
ム
か
ら
登
録
が
必
要
。
電
話
で
の
申

込
は
受
付
け
な
い
。
詳
細
は
報
道
発
表
資
料

を
確
認
の
こ
と
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
の
開
催
日
時
、
場
所
は
次
の

と
お
り
。

北
海
道
会
場‥

５
月
２４
日
（
火
曜
日
）
１４
時

～
１６
時

Ａ
Ｃ
Ｕ

Ｓ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｏ
大
研

修
室
１
６
１
４
（
北
海
道
札
幌
市
中
央
区
北

４
条
西
５
丁
目
ア
ス
テ
ィ
４５

１６
階
）

仙
台
会
場‥

５
月
２６
日
（
木
曜
日
）
１３
時
３０

分
～
１５
時
３０
分

Ｔ
Ｋ
Ｐ
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ

仙
台
ホ
ー
ル
３０
Ａ
（
宮
城
県
仙
台
市
青
葉
区

中
央
１－

３－

１
Ａ
Ｅ
Ｒ
３０
階
）

東
京
会
場‥

５
月
１７
日
（
火
曜
日
）
１４
時
～

１６
時

農
林
水
産
省
７
階
講
堂
（
東
京
都
千

代
田
区
霞
が
関
１－

２－

１
）
※
終
了

神
戸
会
場‥

６
月
２
日
（
木
曜
日
）
１４
時
～

１６
時

神
戸
地
方
合
同
庁
舎
１
階
共
用
第
４

会
議
室（
兵
庫
県
神
戸
市
中
央
区
海
岸
通
２９
）

境
港
会
場‥

６
月
６
日
（
月
曜
日
）
１３
時
３０

分
～
１５
時
３０
分

夢
み
な
と
タ
ワ
ー
多
目
的

ホ
ー
ル
Ａ
（
鳥
取
県
境
港
市
竹
内
団
地
２
５

５－

３
）

福
岡
会
場‥

６
月
９
日
（
木
曜
日
）
１４
時
～

１６
時

福
岡
国
際
会
議
場
２
階
多
目
的
ホ
ー

ル（
福
岡
県
福
岡
市
博
多
区
石
城
町
２－

１
）

（
問
い
合
わ
せ
先
）
水
産
庁
漁
政
部
企
画
課

０
３－

６
７
４
４－

２
３
４
３
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発行人 公益社団法人 全国漁港漁場協会

橋 本 牧

東京都港区赤坂１－９－１３三会堂ビル８階

電話 東京（５１１４）９９８１

定価 １部 ７０円

（会員の購読料は会費の中に含む）

漁港は
魚の保育園 災害部門と検査部門で構成

漁
港
漁
場
関
係

事
業

担
当
者
会
議
を
開
催

�����	
��

水
産
庁

漁 港 漁 場 月 報

新
た
な
「
水
産
基
本
計
画
」

「
漁
港
漁
場

整
備

長
期
計
画
」
周
知
へ
説
明
会

災
害
時
に
お
け
る
初
動
対
応
の
強
化
に
つ
い
て
説
明
し
、
日
頃
か
ら
の

災
害
へ
の
備
え
を
求
め
た

漁漁
港港
漁漁
場場
関関
係係

事事
業業

優優
良良
請請
負負
者者

水水水水水水産産産産産産庁庁庁庁庁庁

１３
社
を
表
彰

東京会場の様子

神谷崇長官（前列左から４人目）と表彰
された皆さん

�

 ��
��

漁港漁場関係
事業優良請負者
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北
海
道
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
�
橋
昌
幸
神
恵
内

村
長
）
は
、
４
月
２０
日
午
後

１
時
３０
分
か
ら
札
幌
市
内
の

ホ
テ
ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌

に
お
い
て
、
第
６９
回
通
常
総

会
を
開
催
し
た
。

冒
頭
、
�
橋
会
長
か
ら
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
高
止
ま
り
の
中
、
引

き
続
き
防
止
対
策
に
留
意
い

た
だ
き
た
い
。

昨
年
秋
に
道
東
太
平
洋
海

域
で
発
生
し
た
赤
潮
へ
の
対

策
を
当
協
会
で
も
要
望
し
て

き
た
が
、国
や
道
の
迅
速
な
対

応
に
感
謝
申
し
あ
げ
る
と
と

も
に
、
被
害
地
域
の
早
期
の

復
旧
を
強
く
願
っ
て
い
る
。

本
道
の
令
和
４
年
度
の
水

産
基
盤
整
備
関
係
予
算
は
、

補
正
予
算
と
併
せ
て
事
業
費

ベ
ー
ス
で
約
４
６
３
億
円
と

前
年
度
を
上
回
る
結
果
と
な

っ
た
。
関
係
の
皆
さ
ま
に
感

謝
申
し
あ
げ
る
。

新
た
な
漁
港
漁
場
整
備
長

期
計
画
が
今
年
度
か
ら
始
ま

っ
た
が
、
計
画
の
策
定
に
当

た
っ
て
は
、
水
産
庁
と
の
意

見
交
換
会
の
開
催
な
ど
、
本

道
の
状
況
に
対
応
で
き
る
よ

う
努
め
て
き
た
。

本
道
の
漁
業
は
高
齢
化
、

漁
業
従
事
者
の
減
少
な
ど
厳

し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
中

で
、
漁
業
生
産
は
１
１
７
万

ト
ン
、
２
千
６
百
億
円
と
上

向
い
て
い
る
が
、
太
宗
魚
種

の
一
日
も
早
い
回
復
を
願

う
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。

次
い
で
、
来
賓
の
水
産
庁

矢
花
渉
史
漁
港
漁
場
整
備
部

長
、
細
井
俊
宏
北
海
道
開
発

局
農
業
水
産
部
長
、
山
口
修

司
北
海
道
水
産
林
務
部
長

（
代
理
・
杉
西
紀
元
水
産
基

盤
整
備
担
当
局
長
）
、
橋
本

牧
（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
会
長
か
ら
祝
辞
が
述
べ

ら
れ
た
。

今
年
度
の
事
業
計
画
は
、

水
産
基
盤
整
備
長
期
計
画
推

進
に
向
け
た
要
請
及
び
予
算

の
確
保
、
漁
港
愛
護
運
動
の

推
進
な
ど
と
さ
れ
、
役
員
の

改
選
で
は
、
会
長
に
�
橋
昌

幸
神
恵
内
村
長
、
副
会
長
に

は
石
山
英
雄
松
前
町
長
、
村

�
優
広
尾
町
長
、
新
谷
哲
也

網
走
漁
協
代
表
理
事
組
合

長
、
専
務
理
事
に
は
員
外
理

事
の
高
須
賀
茂
之
氏
が
前
期

に
引
き
続
き
選
任
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
に
は
、
水
産

庁
の
矢
花
部
長
に
よ
る
「
新

た
な
漁
港
漁
場
整
備
長
期
計

画
」
の
講
演
が
行
わ
れ
、
１

１
５
名
が
出
席
し
た
。

（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建

設
協
会
（
岡
貞
行
会
長
）は
、

５
月
１２
日
午
後
４
時
３０
分
か

ら
浅
草
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
令
和
４
年
度
定
時
総

会
を
開
催
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
表
彰
式
が

行
わ
れ
、漁
港
漁
場
関
係
事
業

優
良
請
負
者
と
し
て
水
産
庁

で
表
彰
さ
れ
た
１２
社
に
対
す

る
記
念
品
の
贈
呈
と
、
協
会

表
彰
受
賞
者
と
し
て
４３
名
に

対
す
る
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

総
会
で
は
最
初
に
岡
会
長

か
ら
「
対
面
で
挨
拶
で
き
る

こ
と
を
心
か
ら
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
令
和
４
年
度
も
新
漁

港
建
設
業
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
で

示
し
た
『
漁
業
地
域
に
お
け

る
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
と
し
て
の
役
割
維
持
』と
、

『
漁
港
建
設
業
の
健
全
な
維

持
発
展
』
に
向
け
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の

で
、
会
員
の
皆
様
方
の
ご
理

解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
」
と
挨
拶

が
あ
っ
た
。
続
い
て
来
賓
と

し
て
出
席
の
水
産
庁
漁
港
漁

場
整
備
部
・
矢
花
部
長
よ
り

水
産
庁
神
谷
長
官
の
祝
辞
の

紹
介
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
議
事
に
入
り
、
令

和
３
年
度
収
支
決
算
、
令
和

４
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
案
等
が
審
議
さ
れ
、
原

案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
の
午
後
６
時

か
ら
は
、
同
ホ
テ
ル
に
お
い

て
約
２
０
０
名
の
参
加
者
を

得
て
懇
親
会
が
開
催
さ
れ

た
。懇

親
会
で
は
、
中
村
裕
之

農
林
水
産
副
大
臣
を
は
じ

め
、
自
由
民
主
党
漁
港
漁
場

漁
村
整
備
促
進
議
員
連
盟
か

ら
金
田
勝
年
副
会
長
、
北
村

誠
吾
副
会
長
、
青
木
一
彦
事

務
局
長
、
進
藤
金
日
子
議
員
、

谷
公
一
議
員
、
宮
内
秀
樹
議

員
、
木
村
次
郎
議
員
、
ま
た

長
峯
誠
水
産
部
会
長
、
公
明

党
か
ら
横
山
信
一
議
員
な
ど

多
数
の
国
会
議
員
の
出
席
と

挨
拶
が
あ
っ
た
。

懇
親
会
は
全
日
本
漁
港
建

設
協
会
の
長
野
章
顧
問
に
よ

る
乾
杯
の
発
声
で
歓
談
に
入

り
、
同
協
会
の
林
副
会
長（
香

川
県
支
部
長
）
に
よ
る
中
締

め
の
挨
拶
を
も
っ
て
盛
会
の

う
ち
に
終
了
し
た
。

（
一
社
）
全
日
本
漁
港
建

設
協
会
名
誉
会
長
の
坂
井
溢

郎
氏
が
去
る
１
月
２２
日
、
９９

歳
で
ご
逝
去
さ
れ
た
。

坂
井
氏
は
全
日
本
漁
港
建

設
協
会
設
立
に
尽
力
、
昭
和

５３
年
に
水
産
庁
を
漁
港
部
長

を
最
後
に
退
職
後
は
副
会
長

就
任
の
後
、
会
長
職
を
２１
年

間
務
め
、
平
成
１２
年
か
ら
名

誉
会
長
職
を
２２
年
間
務
め
ら

れ
る
な
ど
、
水
産
庁
勤
務
時

か
ら
全
日
本
漁
港
建
設
協
会

名
誉
会
長
で
ご
逝
去
さ
れ
る

ま
で
現
役
と
し
て
漁
港
・
漁

場
の
整
備
に
尽
力
さ
れ
、
こ

の
間
、
（
社
）
全
国
漁
港
協

会
顧
問
、
（
財
）
漁
港
漁
村

建
設
技
術
研
究
所
理
事
長
、

（
社
）
水
産
土
木
建
設
技
術

セ
ン
タ
ー
顧
問
を
歴
任
さ
れ

た
。ま

た
、
偲
ぶ
会
は
東
京
都

内
の
霞
山
会
館
で
５
月
１３
日

に
２
部
制
で
行
わ
れ
、
１
部

７０
名
、
２
部
６０
名
が
参
加
し
、

在
り
し
日
を
偲
ん
だ
。

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
顧
問
の
福
屋
正
嗣
氏
が

去
る
４
月
１１
日
、
８６
歳
で
ご

逝
去
さ
れ
た
。

福
屋
氏
は
平
成
４
年
に
水

産
庁
を
漁
港
部
長
を
最
後
に

退
職
、
（
財
）
漁
港
漁
村
建

設
技
術
研
究
所
理
事
長
、
セ

ン
ク
２１
の
社
長
を
務
め
ら
れ

る
な
ど
、
漁
港
・
漁
場
の
整

備
に
尽
力
さ
れ
た
。

葬
儀
は
ご
家
族
の
ご
意
向

に
よ
り
家
族
葬
で
行
わ
れ

た
。

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
と
全
国
漁
港
海
岸
防
災

協
会
は
、
「
２
０
２
２
漁
港

漁
場
漁
村
海
岸
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
」
を
行
う
た
め
、
作
品

の
募
集
を
６
月
上
旬
か
ら
開

始
す
る
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
漁

港
・
漁
場
・
漁
村
・
海
岸
を

テ
ー
マ
と
し
、
海
や
漁
業
及

び
漁
港
・
漁
場
・
海
岸
の
現

状
、
漁
村
環
境
の
実
態
等
を

広
く
知
ら
せ
る
と
と
も
に
、

水
産
業
・
漁
村
の
役
割
や
重

要
性
、
漁
港
・
漁
場
・
漁
村

・
海
岸
の
整
備
促
進
の
必
要

性
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
る

た
め
、毎
年
開
催
し
て
い
る
。

応
募
要
領
の
概
要
は
、
次

の
と
お
り
。

◆
応
募
作
品

・
未
発
表
の
作
品
で
漁
港
・

漁
場
・
漁
村
・
海
岸
に
関
係

し
た
も
の
（
働
く
漁
民
、
四

季
や
時
間
で
変
化
す
る
漁
港

・
漁
場
・
漁
村
・
海
岸
の
風

景
、
海
の
環
境
、
生
物
の
生

態
、
漁
村
の
暮
ら
し
、
漁
港

や
漁
村
で
の
祭
り
、
催
し
な

ど
）

・
作
品
は
キ
ャ
ビ
ネ
版
以
上

の
カ
ラ
ー
ま
た
は
モ
ノ
ク
ロ

プ
リ
ン
ト
で
組
写
真
可
（
自

然
な
姿
を
デ
ジ
タ
ル
加
工
で

修
正
し
た
写
真
な
ど
は
不

可
）

◆
締
切
日

令
和
４
年
８
月
２２
日

◆
入
賞
作
品

・
特
選
１
席＝

農
林
水
産
大

臣
賞
（
１
点
）

・
特
選
２
席＝

水
産
庁
長
官

賞
（
１
点
）

・
特
選
３
席＝

（
公
社
）
全

国
漁
港
漁
場
協
会
長
賞
、
全

国
漁
港
海
岸
防
災
協
会
長

賞
、
（
一
財
）
漁
港
漁
場
漁

村
総
合
研
究
所
理
事
長
賞
、

（
一
社
）
水
産
土
木
建
設
技

術
セ
ン
タ
ー
理
事
長
賞
（
各

１
点
）

・
入
選
（
５
点
）

・
佳
作（
１０
点
）等
を
予
定
。

◆
応
募
先
（
問
合
せ
先
）

（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
「
漁
港
漁
場
漁
村
海
岸

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０３
―
５
１
１
４
―
９

９
８
１
。

第
７１
回
全
国
漁
港
漁
場
大

会
北
海
道
開
催
実
行
委
員
会

（
会
長
・
�
橋
昌
幸
北
海
道

漁
港
漁
場
協
会
会
長
）
は
、

５
月
１１
日
に
第
９
回
実
行
委

員
会
を
札
幌
市
で
開
催
し
、

１０
日
１９
日
に
函
館
市
の
函
館

ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
る
第

７１
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
の

事
業
計
画
、
実
行
委
員
会
収

支
予
算
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
等
に
つ
い
て
審
議
を
行

っ
た
。

事
業
計
画
で
は
、
大
会
参

加
者
を
１
５
０
０
人
規
模
と

し
、
開
会
前
に
函
館
巴
太
鼓

の
歓
迎
演
奏
を
行
う
。
ま
た
、

会
場
内
の
武
道
館
で
は
、
企

業
展
示
・
物
産
販
売
や
函
館

市
の
市
政
１
０
０
周
年
を
記

念
し
た
パ
ネ
ル
展
示
等
を
行

う
。大

会
終
了
後
に
は
、
湯
の

川
の
花
び
し
ホ
テ
ル
（
大
会

会
場
近
隣
）
で
１７
時
か
ら
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
大
会

の
前
日
と
翌
日
に
は
道
央
・

道
南
の
５
漁
港
（
函
館
、
北

斗
、
鹿
部
、
登
別
、
古
平
）

を
会
場
に
漁
港
視
察
を
実
施

す
る
。

ま
た
、
実
行
委
員
会
の
予

算
は
、
北
海
道
の
補
助
金
、

函
館
市
・
北
海
道
漁
港
漁
場

協
会
負
担
金
、
企
業
・
団
体

か
ら
の
協
賛
金
等
の
収
入
を

元
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
留
意
し
て

各
事
業
を
行
っ
て
い
く
こ
と

と
な
っ
た
。

（
四
月
二
五
日
付
）

【
漁
港
漁
場
整
備
部
へ
の
転

入
】

◇
整
備
課
へ

課
長
補
佐
・
整
備
班
担
当

兼
漁
政
部
漁
政
課
付
（
外
務

省
在
ペ
ル
ー
大
使
館
二
等
書

記
官
）
塚
本
邦
芳

������	�
 ��


第７１回全国漁港漁場大会

第第６６９９回回通通常常総総会会をを開開催催

北海道開催第９回
実行委員会を開く

北
海
道
漁
港
漁
場
協
会

北海道協会の通常総会の様子

坂
井
溢
郎
氏

ご
逝
去

福
屋
正
嗣
氏

ご
逝
去

多くの人が献花に訪れ坂井氏を偲んだ

漁 港 漁 場 月 報

水水
産産
庁庁
人人
事事
異異
動動

令 和
４年度

定
時
総
会
・
懇
親
会
を
開
催

３
年
ぶ
り
に
会
員
を
招
集

全
日
本
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定時総会会場の様子

挨拶する中村裕之
農林水産副大臣
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